
● 気体置換法による粒子密度の測定 

Measurement of Particle Density by Gas Replacement Method 

 

[概  要] 

密度は、単位体積当りの質量であり、「試料粉体の質量」÷「試料粉体の体積」で得られます。今回ご紹介

する気体（ヘリウムガス）置換法は、装置で試料粉体の体積を自動計測し、あらかじめ求めてある試料粉体

の質量と計測した試料粉体の体積から、粒子密度を求めます。気体置換法を用いることで、液体接触を嫌う

材料や内部細孔を有する材料など、適用範囲が広がります。 

 

[測定原理/測定法] 

粒子密度の測定法には、液浸法と気体置換法があります。液浸法のほうが一般的ですが、液浸法は気泡を

完全に除去することが必要であり、また、液体に溶解する試料については測定が出来ません。それに対し、

気体置換法は液体に対する溶解の心配がなく、液体が入り込めない細孔へもガスを入れることができます。

さらに、試料はヘリウムガスとの接触のみのため、試料の状態は変化せず、試料の回収、同一試料での繰り

返し測定が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    装置外観 

 

[適用範囲]  

粉体および固体試料に適用可能です。ただし、塊やシート状の試料は、粉砕または切断等の前処理が必要 

です。 

※ 試料からガスが発生する場合、温度に依存して膨潤または収縮する試料は測定不可。 

測定例としては、無機粉末、有機粉末、医薬品、食品粉末、染顔料、飼料、添加剤、充てん剤、金属粉末、

セラミック、カーボン粉末、樹脂粉末、フィルムなど。 
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[測定事例] 

 

 

 

 

[測定結果の例] 

（単位：g/cm3） 

粒子名 タルク マイカ アルミナ 水酸化マグネシウム 

測定値 2.80 2.89 3.95 2.29 

文献値 2.7 – 2.8 2.8 - 3.0 3.95–4.1 2.36 

 

 

[活用事例] 

容器に充填した粉体層のかさ密度と真密度の結果から、粉体層の空隙率の評価。 

 

 

 

お問い合わせ先 ：https://www.scas.co.jp/contact/  （株式会社住化分析センター） 
技術事例 ：https://www.scas.co.jp/technical-informations/technical-news/  
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